
今
年
も
そ
の
爽
や
か
な
プ
レ
ー

で
、
私
た
ち
に
勇
気
と
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
全
国
の
高
校
球
児
の

代
表
が
集
結
す
る
甲
子
園
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

甲
子
園
大
会
が
、
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
支
持
さ
れ
る
要
因
の
一
つ

は
、
地
元
あ
る
い
は
故
郷
を
代
表

す
る
高
校
を
応
援
し
よ
う
と
す
る

愛
郷
心
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

過
去
優
勝
、
準
優
勝
を
誇
る
伝

統
校
で
あ
る
我
ら
が
静
岡
高
校
の

Ｏ
Ｂ
と
し
て
も
、
今
回
の
プ
ロ
野

球
裏
金
問
題
か
ら
発
展
し
、
各
方

面
に
動
揺
を
与
え
た
高
校
野
球
の

特
待
生
問
題
に
つ
い
て
は
非
常
に

憂
慮
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

自
由
民
主
党
と
し
て
も
、
こ
の

問
題
が
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
早
急
な
解

決
を
図
る
べ
く
、
去
る
五
月
三
一

日
、
文
部
科
学
部
会
・
文
教
制
度

調
査
会
合
同
会
議
の
下
に
「
高
校

野
球
特
待
生
制
度
小
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
私
が
委
員
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
小
委
員
会
で
は
、
日
本
高
校

野
球
連
盟
が
検
討
を
行
っ
て
い
る

特
待
生
制
度
に
関
す
る
基
準
作
り

に
参
考
と
な
る
べ
く
、
関
係
団
体

や
有
識
者
よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

う
と
と
も
に
集
中
的
な
議
論
を
重

ね
た
結
果
、
緊
急
提
言
を
取
り
ま

と
め
、
高
野
連
の
脇
村
春
夫
会
長

に
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
、
野
球
に
つ
い
て

も
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
よ
う
に

基
準
を
明
確
に
し
、
公
平
・
公
正

で
透
明
性
の
あ
る
制
度
の
下
で
、

特
待
生
を
認
め
て
い
く
べ
き
だ
と

私
が
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

加
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
昨
年
の

四
月
、
91
期
の
宇
式
寛
記
先
輩
に

詩
人
で
作
家
の
三
木
卓
さ
ん（
本

名
富
田
三
樹
、
70
期
）
の
日
本
芸

術
院
賞
・
恩
賜
賞
受
賞
を
祝
う
会

が
七
月
七
日
、
横
浜
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
三
木
さ
ん
は
「
東

京
午
前
三
時
」
で
Ｈ
氏
賞
、「
鶸ひ

わ

」

雨
に
よ
り
開
会
式
を
行
え
ず
に

始
ま
っ
た
第
八
九
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
静
岡
大
会
で
し
た

が
、
静
高
野
球
部
は
四
回
戦
で
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

春
の
選
抜
野
球
大
会
で
常
葉
菊

川
が
優
勝
し
、
夏
に
向
け
て
の
練

習
は
「
今
度
は
静
高
が
全
国
優
勝

す
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
初
戦
の
二
回
戦
は
静

岡
西
を
一
〇
対
〇
の
五
回
コ
ー
ル

ド
、
三
回
戦
は
吉
原
を
五
対
〇
で

破
り
ま
し
た
。
四
回
戦
の
常
葉
菊

川
は
九
回
表
一
死
ま
で
一
対
〇
で

リ
ー
ド
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
塁

打
で
同
点
に
さ
れ
、
延
長
一
〇
回

に
一
点
を
取
ら
れ
一
対
二
で
敗
れ

ま
し
た
。
そ
の
常
葉
菊
川
は
県
大

会
を
制
覇
し
甲
子
園
で
も
ベ
ス
ト

四
に
進
出
し
、
土
壇
場
で
逆
転
す

る
姿
は
印
象
的
で
し
た
。

大
き
な
期
待
を
背
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
の
中
で
堂
々
と
戦
っ
た
三
年

生
の
姿
勢
を
引
き
継
ぎ
、
テ
レ
ビ

で
甲
子
園
の
様
子
が
映
さ
れ
て
い

る
間
に
静
高
野
球
部
は
新
チ
ー
ム

と
し
て
始
動
し
ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
は
二
年
生
一
二
人
、

一
年
生
一
二
人
の
計
二
四
人
で

す
。
来
春
の
選
抜
大
会
に
向
け
た

予
選
の
秋
季
大
会
が
既
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
初
戦
の
二
回
戦
は
焼

津
水
産
を
三
対
一
、
三
回
戦
の
静

岡
学
園
は
六
対
五
の
一
〇
回
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
、
四
回
戦
の
常
葉
橘
は

三
対
二
の
九
回
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
す
る

な
ど
し
て
県
中
部
地
区
を
制
し
県

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
最
後
に
逆
転
勝
ち
を
す
る

姿
は
、
三
年
生
に
対
す
る
恩
返
し

の
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
こ
の
後

も
気
を
抜
か
ず
粘
り
強
く
試
合
に

挑
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

九
月
二
二
日
か
ら
の
県
大
会
、

静
岡
県
を
会
場
と
し
て
一
〇
月
二

七
日
か
ら
行
わ
れ
る
東
海
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
選
抜
大
会
へ
の
出
場

を
目
指
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

県
大
会
準
々
決
勝
で
常
葉
橘
に
一

点
差
で
涙
を
の
み
ま
し
た
。

最
後
に
、
練
習
や
遠
征
等
に
お

い
て
多
く
の
同
窓
会
の
方
々
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（野

球
部
長

藤
澤
徳
芳
）

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
高
野
連
の

運
営
と
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
今

回
の
批
判
を
踏
ま
え
、
国
民
や
野

球
界
に
開
か
れ
た
フ
ェ
ア
で
透
明

性
の
高
い
組
織
作
り
を
目
指
す
必

要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
中
長
期
的
課
題
と
し
て
、
日

本
学
生
野
球
憲
章
の
見
直
し
、
魅

力
あ
る
甲
子
園
大
会
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
、
ま
た
プ
ロ
野
球
も

含
め
た
野
球
界
全
体
で
課
題
を
議

論
す
る
場
を
検
討
す
る
こ
と
も
提

言
を
し
ま
し
た
。

高
野
連
は
、
私
ど
も
の
提
言
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
、
早
速
第
三

者
機
関
と
し
て
「
特
待
生
問
題
有

識
者
会
議
」
を
設
置
し
検
討
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
年
一
一
月
中
に

は
最
終
的
な
結
論
が
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

日
本
の
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
野
球
が
、
今
後
と
も
夢
や
感
動

を
与
え
、
国
民
に
親
し
ま
れ
健
全

に
発
展
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
こ

の
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

最
後
に
、
岳
南
健
児
の
今
後
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
必
ず
や
近
い
将
来
、
甲
子
園

出
場
を
果
た
す
こ
と
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。

（
84
期

塩
谷
立
＝
衆
議
院
議
員
）

で
芥
川
賞
、
終
戦
直
後
の
青
春
を

描
い
た
「
裸
足
と
貝
殻
」
で
読
売

文
学
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
詩
、
文

学
の
ほ
か
児
童
文
学
と
長
年
に
わ

た
っ
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

祝
賀
会
に
は
出
版
関
係
者
ら
約

四
〇
人
に
混
じ
っ
て
静
高
の
先
輩
、

後
輩
一
〇
人
が
出
席
。
会
場
で
ひ

と
き
わ
目
立
っ
た
。

司
会
の
浦
田
彰
さ
ん
（
71
期
）

か
ら
最
初
の
あ
い
さ
つ
を
指
名
さ

れ
た
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
山

川
静
夫
さ
ん
（
67
期
）
は
「
恩
賜

賞
は
栄
え
あ
る
最
高
の
賞
。
同
窓

生
の
受
賞
、
活
躍
は
う
れ
し
い
限

り
。
本
当
に
お
め
で
た
い
」
と
た

た
え
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
、
三
木

さ
ん
の
早
大
在
学
中
の
恩
師
だ
っ

た
演
劇
研
究
家
の
河
竹
登
志
夫
さ

ん
が
と
っ
た
。

柳
沢
伯
夫
・
前
厚
生
労
働
大
臣

は
高
校
入
学
当
時
の
三
木
さ
ん
に

つ
い
て
、「
人
と
な
り
、
い
ず
れ

も
と
て
も
目
立
つ
存
在
だ
っ
た
」

と
強
調
。「
児
童
文
学
も
と
て
も

面
白
く
、子
育
て
に
役
に
立
っ
た
。

ま
だ
若
い
の
で
後
、
一
〇
年
ぐ
ら

い
は
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
込
め
た
。

続
い
て
女
優
の
牧
三
千
子
さ
ん

が
三
木
さ
ん
の
最
近
の
エ
ッ
セ
ー

「
私
は
現
金
派
！
」
を
朗
読
。
相

当
重
い
宅
配
便
を
コ
ン
ビ
ニ
で
送

る
際
、「
中
身
は
何
で
す
か
」
と

問
わ
れ
て
、
三
木
さ
ん
が
「
札
束

で
す
よ
。置
く
場
所
が
な
い
ん
で
、

こ
う
や
っ
て
送
ら
ざ
る
を
え
な
い

ん
で
す
」
と
答
え
、
相
手
が
「
は

あ
、
札
束
で
す
か
」
と
驚
か
ず
、

高
笑
い
。
出
席
者
は
ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
、
風
刺
の
利
い
た
文
章
の

朗
読
を
楽
し
ん
だ
。

三
木
さ
ん
は
謝
辞
で
「
受
賞
は

人
生
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
想
定
外
の

こ
と
」
と
述
べ
た
あ
と
、「
高
校

入
学
以
来
、
五
五
年
間
、
小
説
や

詩
を
書
い
て
い
る
が
、
う
ま
く
い

か
な
い
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
き

た
。
な
ぜ
自
信
が
な
い
か
。
一
度

書
い
た
こ
と
を
二
度
と
書
く
わ
け

に
い
か
な
い
か
ら
。
創
作
は
身
を

削
る
つ
ら
い
作
業
だ
が
、
七
〇
歳

を
過
ぎ
何
か
違
っ
た
角
度
で
書
い

て
み
た
い
。
と
い
っ
て
も
一
〇
年

は
無
理
、
一
、
二
年
で
も
続
け
て

自
分
の
世
界
を
作
り
上
げ
た
い
」

と
話
し
た
。（

76
期

洞
口
和
夫
）

誘
わ
れ
て
の
こ
と
で
す
。
休
日
に

図
書
館
で
自
習
を
希
望
す
る
在
校

生
の
た
め
に
、
我
々
同
窓
生
が
立

会
い
、
閉
館
時
の
戸
締
り
を
行
う

と
お
聞
き
し
ま
し
た
の
で
、
何
か

母
校
の
た
め
に
な
れ
ば
と
い
う
気

「
校
友
会
雑
誌
」
は
明
治
三
一

年
三
月
二
六
日
に
第
一
号
が
発
行

さ
れ
、
そ
の
後
、「
校
友
会
誌
」

「

高
」
と
名
前
を
変
え
、
第
四

三
号
（
昭
和
一
八
年
）
ま
で
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
静
中
時
代
を
知
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
事
務
局
に
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
五
号
（
明

治
三
四
年
）、
七
号
（
明
治
三
六

年
）、
八
号
（
明
治
三
七
年
）
が

抜
け
て
お
り
、
お
持
ち
の
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方

は
事
務
局
（
〇
五
四
―
二
四
六
―

二
二
五
六
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

持
ち
で
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
母
校
は
、

校
舎
が
新
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
図
書
館
の
あ
る
同
窓
会
館
は

二
五
年
前
の
ま
ま
。
向
こ
う
か
ら

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
の
野
球
部
の
男

子
が
走
っ
て
来
た
か
と
思
っ
た

ら
、
立
ち
止
ま
っ
て
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
と
元
気
良
く
挨
拶
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
方
か

ら
簡
単
な
引
き
継
ぎ
を
し
た
後
、

在
校
生
の
自
習
に
立
会
い
。
熱
心

に
勉
強
し
て
い
る
姿
は
さ
す
が
静

高
生
と
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
間
、
持
参
し
た
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
を
出
し
て
仕
事
の
資
料
づ
く
り

を
し
た
り
、
美
術
書
を
見
た
り
。

二
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
帰
り
際
に
在
校
生
か
ら
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」と
、

ま
た
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
を
も
ら

い
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
母
校

を
後
に
し
ま
し
た
。

四
ヶ
月
に
一
〜
二
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
他
に
、
四
ヶ
月
ご

と
に
集
ま
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
64
期
の
青
野
信
太
郎
さ
ん
か

ら
118
期
の
川
増
洋
一
君
ま
で
、
年

令
や
仕
事
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
先

輩
や
後
輩
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
も
是
非
一
度
ご

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

（
96
期

榎
戸

基
）

連
絡
先

同
窓
会
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

代

表
海
野
文
伸
さ
ん
（
91
期
）

電

話
〇
五
四
│
二
四
五
│
二
七
四
五
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塩谷 立氏

塩
谷
立

自
民
小
委
（

）
提
言
、

委
員
長

高
野
連
が
検
討

身
に
つ
け
た
い
〝
粘
り
〞

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

野
球
部
へ
の
支
援
に
感
謝

藤澤部長

公平・公正、透明性を高める

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

母
校
の
た
め
、
充
実
の
２
時
間

「
自
分
の
世
界
を

作
り
上
げ
た
い
」

三
木
卓
氏
恩
賜
賞
祝
う
会

「
校
友
会
雑
誌
」

探
し
て
い
ま
す

明
治
34
〜
37
年
分
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静
高
関
係
者
も
多
数
参
加
し

た
、
三
木
卓
氏
の
恩
賜
賞
受

賞
を
祝
う
会
＝
横
浜
市
内
の

ホ
テ
ル


